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 平成 24 年８月期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ           

 

平成24年４月２日に公表いたしました平成24年８月期連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記  

 

１． 平成24年８月期連結業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円

14,350

百万円

1,420

百万円

1,420

百万円 

1,100 

円 銭

237.98

当期実績(B) 14,704 1,084 1,108 909 197.40

増減額(B－A) 354 △335 △311 △190 ― 

増減率(％) 2.5 △23.6 △21.9 △17.3 ― 

(ご参考)前期実績 

(平成23年８月期) 
13,781 1,394 1,420 360 77.25

 

２． 差異が生じた理由 

当連結会計年度の業績は、売上高につきましては、ホールセール事業4,773百万円（予想比0.8％

増）、ショップ事業7,198百万円（同2.7％増）、式場事業2,732百万円（同4.9％増）、合計で14,704

百万円（同2.5％増）と前回発表予想を上回る結果となりました。 

 一方、利益面につきましては、売上原価が5,004百万円（同13.5％増）、販売費及び一般管理費が

8,615百万円（同1.1％増）となったことから、営業利益が1,084百万円（同23.6％減）、経常利益が

1,108百万円（同21.9％減）、当期純利益が909百万円（同17.3％減）と前回発表予想に対して大き

く未達となりました。 

 売上原価の主な増加要因としては、ホールセール事業において海外生産工場の製造費用等の増加

に伴う製・商品売上原価の増加、ショップ事業において顧客満足度の向上による企業競争力・受注
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獲得の強化を目的とした商品投入を積極的に行ったことに伴う製・商品売上原価及びレンタル収入

等原価の増加、並びに、式場事業において平成24年３月から新たに運営を開始した結婚式場「ル・

センティフォーリア」（大阪市港区）の売上高の増加に伴う式場運営収入原価の増加が、それぞれ

想定を上回ったことが挙げられます。 

販売費及び一般管理費の主な増加要因としては、ショップ事業において国内業務提携先に差し入

れている営業保証金について貸倒引当金個別引当を行ったことが挙げられます。 

なお、期末配当金につきましては、従来予想を修正せず、１株当たり20円00銭を予定しておりま

す。 

   

以 上 
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